
いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 1549年に鹿児島へ上陸し、日本に初めてキリスト教を伝えたイエズス会の宣教師は誰か。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. フランシスコ＝ザビエル 2. ヴァリニャーノ 3. ルイス＝フロイス 4. マテオ＝リッチ

問2 16世紀後半に甲斐や信濃の一部で使われていた、度量衡に関する独自の基準である「甲州ます」の説明として、最も適切な記述を選びなさい。
（2020年 愛知県公立入試 類似）

1. 将軍の足利義昭が京都の商人に命
じて作らせ、全国の有力大名に配布
した標準的な枡である

2. 南蛮貿易を通じてキリスト教の宣
教師たちが持ち込んだ、西洋式の容
積単位に基づいた枡である

3. 中央の京で使われていた標準的な
枡とは容量が異なり、地域独自の経
済基準として運用されていた

4. 江戸幕府が貨幣制度の安定を目指
して制定した、全国で唯一使用が認
められた公認の計量器である

問3 1543年、九州南方の種子島に漂着した船に乗っていた人々によって、日本に初めて鉄砲が伝えられました。このとき、日本に鉄砲を伝えたのは
どこの国の人々ですか。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. イギリス人 2. ポルトガル人 3. スペイン人 4. オランダ人

問4 室町時代後期から戦国時代にかけて、実力のある者が上位の者を打ち倒す「下剋上」の風潮が広がる中、各地の戦国大名は自らの力で領国を統
治する必要がありました。このように、戦国大名が領国内の家臣や民衆の行動を規制し、支配を維持するために独自に定めた法を何といいます
か。 （2016年 福岡県公立入試 類似）

1. 分国法 2. 御成敗式目 3. 公事方御定書 4. 武家諸法度

問5 16世紀のポルトガルによる日本への鉄砲伝来やキリスト教の布教は、当時のヨーロッパにおける宗教的情勢と深く関わっています。カトリック
諸国がアジアへの進出を強めた背景について、正しい用語を組み合わせた説明を選びなさい。 （2021年 愛知県公立入試 類似）

1. 宗教改革を弾圧したカトリック諸
国が、プロテスタントと協力してア
ジアでのキリスト教布教を進めた。

2. 宗教改革によって誕生したプロテ
スタントに対抗し、カトリックが海
外進出を通じて勢力拡大を図った。

3. ルネサンスの影響で誕生したプロ
テスタントが、カトリックを国外へ
追放するために海外進出を支援した
。

4. 十字軍の遠征によってカトリック
が衰退したため、新しく誕生したプ
ロテスタントが海外貿易を主導した
。

問6 戦国大名は、自らの居城の周辺に家臣や商工業者を強制的に呼び寄せて住まわせ、領国支配の拠点となる町を築きました。このような町の形態
を何と呼びますか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 宿場町 2. 港町 3. 門前町 4. 城下町

問7 室町幕府の権威が衰退した戦国時代、各地で実力を持った戦国大名が登場しました。彼らが幕府の法律に頼らず、自らの領国を独自に支配し、
家臣や民衆を統制するために制定した法律を何といいますか。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 御成敗式目 2. 分国法 3. 公事方御定書 4. 武家諸法度

問8 日本の歴史において、守護・地頭の設置や御成敗式目の制定が行われた時代（鎌倉時代）の様子を説明した記述として、ふさわしくないものは
どれですか。 （2018年 熊本県公立入試 類似）

1. 北条氏が執権の職に就き、幕府の
政治を動かした。

2. 将軍と御家人が、土地を媒介とし
た御恩と奉公の主従関係を結んだ。

3. 実力のある下の者が上の者を倒し
て地位を奪う、下剋上の風潮が広が
った。

4. 元軍の侵攻に対し、九州の御家人
たちが防戦にあたった。

問9 室町時代後半から戦国時代にかけて見られた、身分や立場が下の者が、実力によって上の者に打ち勝ち、その地位を奪う社会的な風潮を何とい
いますか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 尊王攘夷 2. 下剋上 3. 一向一揆 4. 御成敗式目

問10 フランシスコ＝ザビエルによる日本での活動に関する説明として、最も適切なものはどれか。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. 種子島に漂着し、領主の種子島時
堯に鉄砲を伝えた。

2. 1549年に鹿児島へ上陸し、キリ
スト教の布教を始めた。

3. 大名らに勧め、天正遣欧少年使節
をローマへ派遣させた。

4. 織田信長と会見し、京都での布教
と南蛮寺の建設を許された。

問11 日本の戦国時代に相当する16世紀、ヨーロッパではキリスト教のあり方をめぐって大きな動きがありました。カトリック教会の腐敗を批判し、
聖書を信仰のよりどころとする「宗教改革」を始めた人物は誰ですか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. ワシントン 2. ルター 3. ナポレオン 4. クビライ・ハン

問12 ヨーロッパからアジアへ向かう海上航路において、アフリカ大陸の南端に位置し、中継地点として重要な役割を果たした場所の名称として正し
いものはどれですか。 （2020年 新潟県公立入試 類似）

1. マゼラン海峡 2. スエズ運河 3. 喜望峰 4. パナマ運河

問13 戦国時代の甲斐国（現在の山梨県）を治めた武田氏が定めた「甲州法度之次第」のように、各地の戦国大名が領国支配のために定めた法につい
て、その特徴を説明したものとして適切なものはどれか。 （2021年 京都府公立入試 類似）

1. 全国の公家を統制し、儀式や行事
のあり方を細かく規定することで天
皇の権限を制限した。

2. 鎌倉幕府が定めた御成敗式目をそ
のまま引用し、全国一律の公平な裁
判を保証した。

3. 家臣同士の私的な争いを禁じる喧
嘩両成敗などの規定を設け、大名に
よる裁判権を強化した。

4. 朝廷が定めた律令制度を復活させ
、中央集権的な国家体制を再構築す
ることを目指した。

問14 武士に関わる法律の歴史について、鎌倉時代に北条泰時が制定した「御成敗式目」、江戸時代に幕府が大名を統制するために制定した「武家諸
法度」、そして戦国時代に各大名が領国支配のために制定した法律を順に並べたものとして適切なものはどれですか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 御成敗式目 － 武家諸法度 －
分国法

2. 武家諸法度 － 分国法 －
御成敗式目

3. 御成敗式目 － 分国法 －
武家諸法度

4. 分国法 － 御成敗式目 －
武家諸法度

問15 1543年に種子島に漂着した船により、日本に初めて鉄砲が伝えられました。当時の種子島の鍛冶職人がその仕組みを学び国産化を進めたといわ
れる、この武器を日本に伝え、後に長崎などを拠点にキリスト教の布教を伴う貿易を行った国はどこですか。 （2016年 長野県公立入試 類似）

1. オランダ 2. スペイン 3. イギリス 4. ポルトガル
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

フランシスコ＝ザビエル
スペイン出身でイエズス会の創立会員の一人です。インドのゴアで出会った日本人アンジロウ
（ヤジロウ）の案内で来日しました。その後、平戸や山口、豊後（大分）などで布教活動を行
いました。ルイス＝フロイスは後に来日し『日本史』を記した人物、ヴァリニャーノは天正遣
欧少年使節の派遣を勧めた人物であり、活動時期や内容が異なります。

問2 答え 3
中央の京で使われていた標準的な枡とは容量
が異なり、地域独自の経済基準として運用さ
れていた

甲州ますは、戦国時代に武田氏の領国などで使用された枡です。当時、中央では「京枡」が使
われていましたが、地方の有力大名は自分の領内の経済や税（年貢）の徴収を管理するために
、独自の度量衡を定めていました。甲州ますの容量が京の基準と異なっていたことは、当時の
地域社会が独自の経済圏を持っていたことを象徴しています。足利義昭などの将軍が全国の基
準を統一した事実はなく、むしろこうした地域ごとの差異が戦国時代の特徴の一つと言えます
。

問3 答え 2
ポルトガル人

16世紀半ばの1543年、種子島に漂着した船に乗っていたポルトガル人によって鉄砲（火縄銃
）がもたらされました。この出来事は、その後の日本の戦術や城郭の構造、さらには社会構造
そのものを大きく変える契機となりました。当時の日本は戦国時代であり、新しい武器として
の鉄砲は各地の戦国大名の間で急速に普及していきました。

問4 答え 1
分国法

戦国時代には幕府の権威が衰え、全国一律の法が機能しなくなりました。そのため、各地の戦
国大名は自分の領地（分国）を治めるために独自のルールを制定しました。今川仮名目録や、
武田氏の甲州法度次第などが有名です。江戸時代に幕府が大名を統制するために出した武家諸
法度とは、制定の主体や目的が異なります。

問5 答え 2
宗教改革によって誕生したプロテスタントに
対抗し、カトリックが海外進出を通じて勢力
拡大を図った。

当時のヨーロッパでは、宗教改革の進展によってキリスト教の世界がプロテスタントとカトリ
ックに二分されていました。特にポルトガルやスペインなどのカトリック諸国にとって、海外
進出は単なる商業的な利益だけでなく、プロテスタントに対抗してカトリックの教えを世界に
広めるという重要な使命を持っていました。このため、大航海時代の進出は貿易とキリスト教
の布教が一体となって進められました。

問6 答え 4
城下町

戦国大名は、領地を効果的に支配するために、それまで各地に分散していた家臣を城の周辺に
集め、軍事力を強化しました。同時に、武器の製造や物資の流通を担う商工業者を住まわせる
ことで、経済の活性化も図りました。福井県の一乗谷（朝倉氏の拠点）などは、その代表的な
遺跡として知られています。

問7 答え 2
分国法

室町幕府の支配力が弱まり、各地の守護大名が自らの実力で領地を治める戦国大名へと成長す
る過程で、独自のルールが必要となりました。これを分国法（または「家法」）と呼びます。
鎌倉幕府の御成敗式目や江戸幕府の武家諸法度とは異なり、各大名が自分の領国内だけで適用
するために定めたという点が特徴です。

問8 答え 3
実力のある下の者が上の者を倒して地位を奪
う、下剋上の風潮が広がった。

鎌倉時代は将軍と御家人の主従関係や、御成敗式目による武士社会の秩序が重んじられた時代
です。設問にある「下剋上」は、室町時代末期から戦国時代にかけて顕著になった社会風潮で
あり、鎌倉時代の特徴ではありません。この時期には応仁の乱などをきっかけに幕府の権威が
衰え、実力主義の時代へと移行していきました。

問9 答え 2
下剋上

応仁の乱以降、幕府や守護の権威が衰えたことで、家柄よりも軍事力や政治力といった実力が
重視されるようになりました。家臣が主君を倒して実権を握るといったこの動きは、戦国時代
の社会を象徴する現象です。選択肢にある「尊王攘夷」は幕末の思想、「一向一揆」は浄土真
宗の門徒らによる抵抗運動を指します。

問1
0

答え 2
1549年に鹿児島へ上陸し、キリスト教の布教
を始めた。

ザビエルは1549年に鹿児島に上陸して布教を開始しました。織田信長と会見して京都での布
教を許されたのはルイス＝フロイスらであり、少年使節の派遣を勧めたのはヴァリニャーノで
す。また、鉄砲を伝えたのは1543年に種子島に漂着したポルトガル人商人であり、宣教師で
はありません。

問1
1

答え 2
ルター

16世紀のドイツにおいて、神学教授であったルターは、カトリック教会が教会の改築資金を集
めるために免罪符（贖宥状）を販売していることを批判しました。これが宗教改革の始まりと
なり、後にプロテスタントと呼ばれる新しい宗派が生まれるきっかけとなりました。同時期の
日本は室町時代末期から安土桃山時代にあたる戦国時代でした。

問1
2

答え 3
喜望峰

アフリカ大陸の最南端付近にあるこの地点は、ポルトガルの航海者バルトロメウ・ディアスに
よって到達され、のちにバスコ・ダ・ガマがここを通過してインド洋へと入り、インドへの航
路を確立しました。大航海時代におけるインド航路の象徴的な中継地点です。

問1
3

答え 3
家臣同士の私的な争いを禁じる喧嘩両成敗な
どの規定を設け、大名による裁判権を強化し
た。

分国法は、戦国大名が家臣団を統制し、領国を安定させることを目的としていました。特に「
喧嘩両成敗」の規定は、武士同士が私的な武力で行使していた解決を禁じ、大名の判断に従わ
せることで領国内の紛争を抑える重要な仕組みでした。

問1
4

答え 3
御成敗式目 － 分国法 － 武家諸法度

1232年に鎌倉幕府が定めた御成敗式目は、武家社会における最初の体系的な法律です。その
後、戦国時代に各地の大名が分国法を定め、江戸時代に入ると、1615年に徳川秀忠の代で全
国の大名を統制するための武家諸法度が制定されました。分国法は、幕府による全国的な法支
配が途絶えていた時期に、地域限定で機能した法という位置づけになります。

問1
5

答え 4
ポルトガル

1543年に種子島へ鉄砲を伝えたのはポルトガル人です。この出来事をきっかけに、日本国内
で鉄砲の量産が始まり、戦国時代の戦術が大きく変化しました。また、ポルトガルとの貿易は
「南蛮貿易」と呼ばれ、キリスト教の布教と密接に結びついていたことが特徴です。


